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平成２７年９月定例教育委員会会議録 

 日      時  平成２７年９月１１日（金）  午後１時３０分～午後２時５３分 

 場      所  秦野市役所西庁舎３階会議室 

 出席委員 
 委員長 望月 國男  委員長職務代理者 髙槗 照江 

 委 員 飯田 文宏  委 員 内田 晴久  教育長 内田 賢司 

 欠席委員  なし 

 委員以外 

 の出席者 

教 育 部 長 水野 和成 

教 育 部 参 事 鈴木 健次 

教育総務課長 山口  均 

学校教育課長 片野 新治 

教育指導課長兼 

教育研究所長 柏木 荘一 

 

生涯学習課長 佐藤 正男 

図 書 館 館 長 石井 勇次 

教育総務課課長代理（庶務担当） 鈴木 利昭 

教育総務課庶務班主任主事 水野 統之 

 傍聴者   ２名 

 会議次第 

 ９月定例教育委員会会議 

 

日 時 平成２７年９月１１日（金）  

午後１時３０分         

場 所 秦野市役所西庁舎３階会議室     

 

次     第 

１ 開  会 

２ 会議録の承認 

３ 教育長報告及び提案 

（１）平成２７年１０月の開催行事等について 

（２）子ども等に関する事案について 

（３）「第２回いじめを考える児童生徒委員会」の開催結果について 

（４）第２８回はだの子ども野外造形展について 

（５）平成２７年度「特別支援学級学習交流会」の開催について 

（６）「武道（柔道）・ダンス講習会」の開催結果について 

（７）平成２７年度全国・学力学習状況調査について 

（８）平成２７年度ふるさと秦野検定の実施結果について 

（９）平成２７年度夏季休業中の教育研修事業について 

（10）平成２７年度新規採用教員宿泊研修会について 
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 (11) 第４５回秦野市展について 

 (12) 第３３回子どもの市展について 

 (13) 丹沢野外音楽イベント「丹沢謌山２０１５」について 

 (14) 秋季特別展「遺跡・遺物が語る！かながわ・秦野の歴史２０１５」 

について 

４ 議  案 
（１） 議案第２４号 平成２７年度教育委員会教育行政点検・評価報告書につ 

いて 

５ 協議事項 

 (１) 秦野市公立幼稚園運営・配置適正化計画（案）について 

６ その他 

 (１) 質問書について 

 (２) 平成２７年度第６０回秦野市文化祭の開催日程について 

７ 閉  会 

 会議資料  別紙のとおり 

 

望月委員長 皆さん、こんにちは。ただいまから定例の教育委員会会議を開

催いたします。 

お手元の次第に沿って進めさせていただきますが、まず「会議

録の承認」についてご意見、ご質問等があれば、お願いいたしま

す。ありませんか。 

 －特になし－ 

望月委員長 それでは、ないようですので、会議録を承認します。 

次に、「教育長報告及び提案」の（２）子ども等に関する事案

について、及び（７）平成２７年度全国学力・学習状況調査につ

いて、並びに５の協議事項の（１）秦野市公立幼稚園運営・配置

適正化計画（案）については、非公開の事項が含まれているため、

秘密会での報告としてよろしいでしょうか。 

－異議なし－ 

望月委員長 よって、以上の案件につきましては秘密会といたします。 

それでは、「教育長報告及び提案」についてお願いいたします。 

教育長 よろしくお願いいたします。資料№１をご覧いただきたいと思

います。１０月の開催行事等でございます。 

まず最初に、１０月１日から４日まで、第３３回の子どもの市

展、文化会館の展示室と第一会議室を会場に実施いたします。 

それから、１０月３日、小学校の運動会でございます。広畑小

学校は実施済みですので、それを除く全ての小学校１２校という

ことです。それから、同日に上幼稚園は上小との合同開催ですの
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で、運動会が１０月３日に行われます。 

それから、１０月７日から１１月２９日まで、桜土手古墳展示

館秋季特別展ということで、「遺跡・遺物が語る！かながわ・秦

野の歴史２０１５」ということで実施をいたします。 

それから、１０月８日から１０日が、「全国報徳サミット」へ

の参加ということで、教育委員さん、社会教育委員さん合同の行

政視察ということでございます。 

それから、１０月１０日が先ほど言いました上幼稚園以外の幼

稚園、こども園の運動会でございます。 

次のページをご覧いただきたいと思います。１０月１３日と２

７日は例月実施のブックスタート事業の実施でございます。 

それから、１０月１５日から１２月２４日まで、市制施行６０

周年の記念の図書館開館３０周年記念ということで、特別展「秦

野の文学誌Ⅱ」を実施いたします。 

それから、１０月１７日が「丹沢謌山２０１５」でございます。

戸川公園で実施をいたします。 

それから、１０月１７、１８、土・日ですが、第４１回のまき

の木まつり（北公民館まつり）でございます。 

それから、１８日、上公民館は１日だけなのですが、２３回の

上公民館まつり。 

それから、同じく１０月１８日、第３回のいじめを考える児童

生徒委員会を渋沢公民館で実施いたします。 

それから、１０月２０日、第２回の総合教育会議を予定してお

ります。 

それから、１０月２３日が１０月の定例教育委員会会議を予定

しております。 

同日、２３日から２４日にかけて、パサデナの青少年交流事業

スカイプキャンプということで、これは市民自治振興課が所管で

すが、野外活動センターで実施をいたします。 

それから、１０月２４日（土）ですが、本町幼稚園創立１００

周年記念事業でございます。 

次のページをご覧いただきたいと思います。同じく１０月２４

日（土）、ミュージアムさくら塾「東地区の古代から中世」とい

うことで、桜土手古墳展示館で実施をいたします。 

それから、同じく２４日から２５日にかけて、第３６回の大根

公民館まつり。 

それから、１０月２４日から１１月７日まで、これは図書館の

戸外の読書スペースということで、喫茶コーナーを開設いたしま
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す。また、今年も手をつなぐ育成会のご協力をいただいて実施を

いたします。 

それから、１０月２６日（月）、定例の記者会見でございます。 

それから、１０月２８日から１１月３日まで、第４５回の秦野

市展美術の部を実施いたします。 

それから、同じく２８日、園・学校教育訪問ということで、今

回は南小学校でございます。 

それから、３１日（土）、第３４回東公民館まつりです。東公

民館まつりも土曜日１日のみでございます。 

それから、同じく３１日（土）、市制施行６０周年・図書館開

館３０周年記念文学講演会ということで、「源氏物語への招待」

を図書館で実施いたします。 

以上でございます。この後につきましては、各部課長から説明

をさせていただきます。 

 教育指導課長 それでは、私のほうから（３）から（７）を飛ばした１０番ま

で一括で説明させていただきたいと思います。 

まず、資料№２でございます。「第２回いじめを考える児童生

徒委員会」の開催報告でございます。 

５番、講演会の内容をご覧ください。この日は講演会がメイン

となりました。株式会社教育ネットの大笹さん、それと古賀さん

を講師に招きまして、スマートフォン等の課題についての講演を

実施いたしました。 

内容につきましては、グループ分けをしまして、無料通信アプ

リ「ＬＩＮＥ」のやりとりの中で、実際にトラブルになった事例

を取り上げて、グループごとにこういうトラブルが起こったらど

う対応していくかという話し合いを行いました。 

子どもたちの感想としましては、このような講演は実際にやっ

たことがなかったということで、大変新鮮に感じたということが

多かったです。 

なお当日、望月委員長を初め教育委員の方、それから市Ｐ連の

情報委員さんも多数お越しいただきました。 

続きまして、資料№３をご覧ください。「はだの子ども野外造

形展について」です。今年で２８回目の開催となります。 

３番の実施期間は、日程の関係で、１１月の３日終日と４日の

午前中、１日半という形になります。なお、昨年度の作品を見て

いまして、中学校区ごとで同じテーマのもとで、幼・小・中の作

品を展示したということがありました。 

続きまして、資料№４です。今年度の「特別支援学級学習交流
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会」、通称「のびゆくみんなの交流会」です。目的といたしまし

ては、特別支援学級に在籍する子どもたちが、日ごろの学習成果

を発表するとともに、保護者、高校生ボランティア、または平塚

養護学校等地域との触れ合いという形で開催しております。 

救護に関しましては、小中の養護教諭にお願いしていましたけ

れども、昨年度からは子ども健康部の保健師に依頼をいたしまし

て、今年度も依頼をする予定でございます。 

総合体育館の広いフロアで実施しますが、ところ狭しといわん

ばかりの参加人数で、約１，０００名の参加がございました。 

続きまして、資料№５をご覧ください。東海大学のご厚意で開

催いただいています「武道（柔道）・ダンス講習会」の開催結果

です。武道（柔道）に関しては平成２４年度から、ダンスに関し

ては２５年度から開催していただいております。 

本年度は、ダンスにつきましてはフォークダンスと現代的なリ

ズムダンスの指導をいただき、楽しく参加者と一緒にやることが

できたと聞いております。また、柔道につきましては、実際に平

塚市の中学校で指導をしている指導法といいますか、それを実践

していただいて、その指導法についてのご助言をいただくという

ことで進んでいきました。また、投げ技、特に子どもたちに対す

る安全面等についてということで、立った状態からではなくて、

膝立ちの状態から技をかけると安全にできるというご指導をいた

だいておりました。 

続きまして、資料№７をご覧ください。本年度の「ふるさと秦

野検定」の実施結果でございます。今年度は、本町小学校をメイ

ン会場にしまして、人数の関係で鶴巻小学校をサブ会場といたし

まして、実施しました。今年は、空調が整ったということで、熱

中症の心配をすることなく実施することができました。 

実施に関しましては、１・２級を合わせた合格者を見ますと、

大体昨年同様の人数となっております。ただ、今年は１級の合格

者が増えた反面、２級の合格者が減った。１・２級を合わせて昨

年と同等の合格者数となっております。 

続きまして、資料№８をご覧ください。夏季休業中に実施しま

した教育研修についての報告でございます。 

まず、１番の教育研究所の公開講座につきましては、グリー株

式会社によります「正しく怖がるインターネット」ということで、

幼小中の教員、また市外からも中学校、小学校の教員が多数参加

されました。会が終わった後も講師の先生に質問をする先生方が

多く、現代的な課題になっているということがうかがえます。 



 6 

２番の情報教育の関係研修会ということで、１つは（１）の電

子黒板機能つきプロジェクターの使用について。それから、（２）

書画カメラについてもお教えいただくということで、こういう活

用ができるんだなという新たな発見ができたと聞いております。 

続きまして、３番の環境教育研修講座につきましては、講師に

東海大学の准教授、岩本先生をお招きしまして、「エコで、エコ

から、社会を変える環境教育とは？」という題のもとで講演をい

ただきました。何よりもまず秦野の自然を知って、親しむ、楽し

むことが大切だということで、自然を学ぼうという意識づけがで

きたのではないかと考えています。 

４番、教育研究発表会です。当日参加者、約３３０名を迎えま

して開催しました。発表を５本する中で、外国語活動、それから

視聴覚教材の効果的な活用が特に好評をいただいたのではないか

と思います。聞いている教員といたしましても、大変刺激を受け

た内容であったという感想をいただいております。 

次に、資料№９をご覧ください。新規採用教員の宿泊研修会で

ございます。今年度の新規採用者４２名の参加で、２日間にわた

りまして研修を行いました。詳細につきましてはご覧いただきた

いと思いますが、何よりも共通の課題、それから悩みを共有して、

今後の教育活動に生かしていこうということができたのではない

かと思います。 

 生涯学習課長 生涯学習課からは、秦野市展からふれあい通学合宿の実施結果

までの５件を報告いたします。 

まず、資料№１０の秦野市展でございますが、４５回目を迎え

て、今年も市内在住・在学・在勤の市民を対象に、美術・写真・

書道の３部門を公募展として開催してございます。事業の運営を

担う主管団体を、美術協会、写真連盟、書道協会に委託をしまし

て、美術の部は１０月２８日から１１月３日まで、書道の部は１

１月１８日から２２日まで、写真の部は１１月２６日から３０日

までということで、文化会館の展示室と第一会議室で開催をいた

します。 

表彰式については、前回まで３部門合同で行っておりましたけ

ども、主管団体からの要望を受けまして、今回から資料にあるよ

うに、部門ごとに開催をしていただきます。 

応募作品の受け付けは、いずれも会期直前に行いますので、表

彰式期日は未定でございますが、参考までに資料の裏面に過去３

年間の出品数を記載しておりますので、後ほどご覧いただきたい

と思います。 
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続きまして、資料№１１の子どもの市展でございますが、子ど

もたちの創造性を養うということを目的に、昭和５８年度から開

催をしております。３３回目の今年も、市内在住・在学の小中学

生を対象に、美術、書道、報徳、報徳は書道ということでござい

ますが、それから写真の４部門の作品を募集しまして、１０月１

日から４日まで文化会館展示室と第一会議室で、応募作品全ての

展示をしてまいります。 

作品の受け付けは既に終了いたしまして、ことしの応募総数は

全体で１，２５７点。その内訳としましては、書道の部が４４９

点、美術の部が２２５点、写真の部が１５４点、報徳の部が４２

９点という数になっております。審査につきましては、美術協会、

写真連盟、書道協会に依頼いたしまして、賞としましては報徳の

部を除く各部門に特選・秀作を、美術の部ではそれ以外に美術協

会賞と美術文化振興基金賞を設けまして、報徳の部については報

徳賞だけという形になっております。美術と写真の部は既に審査

を行っておりまして、その入賞結果は資料の応募状況のところに

書いてありますので、ご覧いただきたいと思います。 

続きまして、資料№１２、「丹沢謌山」でございます。今年で

４回目を迎えるこのライブ音楽イベント、音楽文化の振興と新た

な交流の場の創出、そして地域の活性化を図ることを目的に、本

市の観光資源である県立秦野戸川公園を会場に開催をしてまいり

ます。事業の企画運営を、音楽愛好家、それから商店会連合会な

どで構成する実行委員会と、それから運営委員会が行いまして、

生涯学習課が事務局を務めています。 

観客の相乗効果を狙いまして、昨年から「秦野戸川公園まつり」

と同時開催という形で取り組んでおります。今年は１０月１７日

に開催をします。首都圏などを中心としたインディーズバンドな

ど８組が出演しまして、植樹祭で天皇・皇后陛下が利用された御

野立所を舞台に、ロック、ポップス、ジャズなどのステージパフ

ォーマンスを繰り広げてもらいます。また、市内商業者による模

擬店も１５店舗が出店を予定してまして、イベントを盛り立てて

いきます。 

続きまして、資料№１３、桜土手古墳展示館・秋季特別展につ

いてでございます。展示館では、毎年春と秋の２回、市内の出土

遺物を中心に特別展を開催しております。今回は、公益財団法人

かながわ考古学財団とタイアップをしまして、現在、新東名高速

道路の建設に伴いまして発掘調査をしている市内の寺山中丸遺

跡、蓑毛小林遺跡、横野山王原遺跡を初め、県西部１５遺跡の成
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果報告を、出土品や写真パネルを通じまして紹介をしてまいりま

す。開催期間は、１０月７日から１１月２９日まで、展示館のミ

ュージアムプロムナードで行ってまいります。 

また、この特別展に合わせまして、年６回開催しています「ミ

ュージアムさくら塾」の３回目として、１０月２４日、東地区の

古代から中世をテーマに、東地区で行っている発掘調査の成果を

解説をしてまいります。 

最後に、資料№１４のふれあい通学合宿の実施結果についてで

ございます。通学合宿は、子どもたちの生きる力と地域の教育力

を高めるために平成１５年度から取り組んでおりますが、ことし

は７月１日から４日までの３泊４日で広畑ふれあいプラザで行い

ました。 

実施に当たっては、この資料にあるとおり、大根中学校区の地

域の力を使いまして、実行委員会を組織しております。事業の企

画運営に携わるとともに、当日のボランティアとして参加者の活

動を見守り、支援をしております。 

実際の子どもたちの参加者は、大根・広畑小学校の４年生から

６年生の３８人で、食事の準備、片づけや清掃などの日常生活体

験、それから下大槻団地長寿会や近所でのもらい湯などの地域と

の交流活動などを行いました。その活動を指導した学生リーダー

として、東海大学ローバースカウト隊の大学生１１名、それから

大根中学校の生徒１０人が協力をいたしました。 

最終日のさよならパーティーでは、参加者、ボランティア、保

護者が一堂に会しまして、４日間の活動を映像や参加者の声で振

り返り、実行委員会から参加者一人一人に修了証を手渡しまして、

内田教育長からは、学生リーダーとして継続的に協力をしていた

だいた東海大学生３名に感謝状を授与しております。また、さよ

ならパーティーは、望月教育委員長、それから社会教育委員会議

のほうからは逢坂議長、それから岡田副議長に出席をしていただ

きました。 

詳細な活動内容は、お手元の事業報告を後ほどご覧いただきた

いと思いますが、中に書いてあるアンケートや、参加者、保護者

の感想を見ますと、ふれあい通学合宿が子どもたちの生活体験や

異世代交流の場として、また保護者や地域の大人たちにとっても、

子どもたちをより深く理解できる場になっているというふうに考

えております。 

 図書館長 それでは、次第の１６、１７、資料の№１５、１６について説

明いたします。 
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資料№１５、市制施行６０周年・図書館開館３０周年記念「秦

野の文学誌Ⅱ」についてご説明いたします。この特別展は、１０

月１５日（木）から１２月２４日（木）まで、午前９時から午後

５時まで前田夕暮記念室で展示いたします。 

内容といたしましては、秦野が舞台となっております小説、詩

歌・俳句、随筆、紀行文、伝説・民話等を紹介いたしますし、ま

た市民の方の作品等も展示いたします。 

裏面をお目通しいただければと思います。内容は、小説として

十返舎一九の「金草鞋（かねのわらじ）」。詩歌等では前田夕暮

や谷鼎、市内在住の歌人の歌集を展示します。また、随筆・紀行

では、柳田國男の「游秦野記」（ゆうはだのき）等を展示します。

伝説・民話では、岩田達治氏の「丹沢山麓 秦野の民話」、市内

在住の著者の方の作品等もあります。 

また「秦野の文学誌Ⅱ」につきましては、内容を解説した冊子

も作りまして、市民の方にＰＲしたいと思っております。 

続きまして、資料№１６、文学講演会「源氏物語への招待」で

すが、これも市制施行６０周年・図書館開館３０周年を記念しま

して、１０月３１日（土）午後１時半から３時まで図書館の視聴

覚室で開催いたします。今回は、講師に小林千草氏をお招きいた

しまして実施いたします。東海大学の元教授で、文学博士という

ことです。 

内容は、風雅な貴族であった光源氏があやなす出来事について、

それをいろいろな原文著書を見ながら、現代語訳で解説するとい

う非常に楽しい内容になっております。是非多くの方の参加をお

願いします。 

望月委員長 それでは、教育長報告、（１）から（１７）まであるのですが、

たくさんありますので、例によって分けたいと思います。（１）

から（１０）教育指導課、教育研究所の関係、それから（１１）

から（１４）生涯学習課、あるいは図書館というようなことで２

つに分けたいと思います。 

まず、（１）から（１０）までご質問、ご意見ありませんか。 

飯田委員 いじめを考える児童生徒委員会の中で、今回、講演ということ

で、ネットの問題をやったみたいですが、今、西中学校などでは、

携帯とかを持っていった場合は、どうしても持っていかなくては

いけない場合は教師に預けるという対応をとっているみたいです

が、そのほかの各学校の対応は違うのでしょうか。 

 教育指導課長 携帯電話等の扱いにつきましては、文科省の通知では、持ち込

みは原則禁止です。ただ、保護者の承諾を取って持ってきて、帰
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りまで預かるという、これは各校でやっています。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

高𣘺委員 資料№７のふるさと秦野検定についてちょっとお尋ねしたいん

ですが、最近の場合は、受験者全員が合格になっていますよね。

８０点以上は、今年は３６名。４５名が合格していますが、大体

８０点の近辺の得点は取れているのでしょうか、３級の場合。 

３級の場合は全員合格ですよね。得点結果として、特に余り取

っていないのに合格にしたというようなことはないわけですか。 

 教育指導課長 ３級については、実施方法は、その場で解答を伝えて自己採点

させるという方法をとっています。それはもちろん解答だけを言

うのではなくて、これはこうだからこうですという解説を加えな

がら自己でしているということですので、どのぐらいできたかと

いうのは、こちらで実際には把握していません。 

望月委員長 検定試験の実施結果について、ほかにどうでしょうか。ほかの

関連についての質問、ご意見。 

高𣘺委員 一度３級を合格したら、また今度２級にチャレンジしてみよう

とか、そういうお子さんも実際多いわけですね。 

 教育指導課長 はい。 

望月委員長 よろしいですか。 

高𣘺委員 つながっていけばね。わかりました。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

内田委員 資料№５の柔道・ダンス講習会の件ですけれども、これは、第

何回目かはちょっと忘れましたけども、受ける側の学校の先生方

というのは、毎年同じ体育の先生が受けられているのか、あるい

は小学校なんかですといろんな先生が順番に受講されているの

か、そのあたり教えていただければと思います。 

 教育指導課長 先ほどもお話しさせていただきましたけれども、２４年から柔

道に取り組んでいただいています。これは中学校の学習指導要領

の全面改訂に合わせてご指導いただいています。 

受講の教諭ですけれども、基本的には全員できるだけ受けよう

ということで、人をかえながら受講するよう配慮いただいていま

す。ただ、部活との関係で、複数日受講することもあると思いま

す。 

望月委員長 この柔道・ダンスの講習会ですが、先般、今村体育部部長とち

ょっと話をしましたが、平塚や秦野市の教育委員会あるいは学校

の先生方が、準備の段階、計画の段階でかなり主体的に動くこと

ができるようになってきているということで、大変ありがたいと

いうようなことを言っておりましたので、これからもそういうよ
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うなことができるとよろしいのかなと思います。 

ふるさと検定ですが、作問の工夫、改善でいつも苦労している

ことはないですか。 

 教育指導課長 特に一番苦労するのは出題になっております。でもここの範囲

から出題しますよということで出すんですけれども、何をどうそ

ろえていくか、それが一番時間がかかるところです。 

望月委員長 新採用の教員の宿泊研で、これを少しやるわけですか。 

 教育指導課長 新採研でこれを必修としまして、実際に問題を解いていただい

て、解説を加えながら採点して、何点取ったかというのをやるの

ですけれども、基本的には３級同様、答え合わせした後、全員に

認定証を渡すということで、実施しております。 

望月委員長 私なんかは他県だから、来たときに全然秦野のことはわからな

かった。 

 教育指導課長 かなり事前に勉強されていますね。 

望月委員長 なるほどね。今は他県の先生が多いから、合宿なんかでやると

いいんじゃないかなと思いますけどね。 

ほかにどうでしょうか。 

高𣘺委員 資料№８の夏季休業中の教育研修事業について、２番とか、電

子黒板機能つきプロジェクター、先生方のアンケート記述を見ま

すと、非常に好評で、今後の授業に生かしていけるとか書いてあ

って、とてもよい取り組みだと思います。 

それで、講師料もなしで、よくこういうふうにできたなと思っ

て感心しているんですけれども、研究発表の場でもいろいろな今

ある機材を使って、子どもたちが興味を持つような授業を展開す

るというのが本当に必要かと思いますので、これからもこういう

ふうな研修を続けていただいて、先生方の授業の幅とか、いろい

ろ深めてもらっていったらいいなと思います。どうもお疲れさま

でした。 

望月委員長 皆さん、研究発表会には参加されましたが、ほかに感想等はご

ざいますか。 

内田委員 今、高𣘺委員がコメントされた電子黒板ですけれども、大学で

も今導入しようという話もあります。実際導入しているケースも

あるんですね。 

ところが、確かに学生たち、あるいは生徒・児童も含めて、で

き上がったものに関してはとても興味を持って受けていただける

んですが、例えばこれが各教室についたときに、電子黒板を使っ

てプロジェクターに何を映すかというところの教材の中身をつく

るところが、実は結構大きな問題ではないかなと思っています。 
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大学でも、設置はしたけど、どうやって使うのと先生方に振っ

たときに、単なるパワーポイントの映像を投影するだけで終わっ

てしまうようなことになりかねないことがあって、私も今ちょっ

と発言しようと思っていたのは何かというと、秦野市の場合、フ

リプリをやりますよね。ああいった、その教科の先生方が集まっ

て教材をつくられているようなあの活動を生かして、この電子黒

板の機能をうまく使えるような教材をつくっていくようなことを

考えられるといいのではないかというふうに、これを拝見させて

いただいて思いました。 

結構これは大変だと思います。幾つか文科省かどこか、ホーム

ページにはある程度教材はあるかと思うんですけども、せっかく

もし電子黒板を導入されるのであれば、動画ですとか、いろいろ

な機能をかなり使える可能性がありますので、場合によってはイ

ンターネットに接続をして、テレビ会議システムみたいなものを

やって、学校間で教室をつないでやるとか、もし導入されるので

あれば、機能を最大限生かせるようなソフトといいますか、バッ

クアップといいますか、組織なり委員会なりをつくっていかれる

といいのではないかなと、ちょっと思いました。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

僕は今、神奈川県の公立高校の授業を見る機会があると思いま

すが、やはり高校の先生も非常に教育機器を使って授業をするよ

うになってきていますね。昔はどちらかというと、高校の先生は

黒板でチョークでという、そんなイメージがあったのですが、私

のイメージと大分変わってきています。 

今、内田委員が言ったようなことについては、ちょっと時間が

かかるかもしれませんが、着実に地道に取り組んでいただければ

と思います。 

それから、研究所の２人のこの実践発表はよかったですね。鶴

巻中学校の先生は、文部大臣賞をいただいていますが、一度授業

を見たいなと思っていました。この発表を聞いて、ああ、なるほ

どな、すごい工夫しているなと思いました。それから、石井先生

もよかったですね。 

今、本当に充実した発表ができているのかなと思うのですが、

僕は毎年気にいるんですが、中学校区の発表はただ事実だけを発

表しているだけという、そういう印象があるわけです。何でこう

いうことに取り組んでいるのかという背景をもう少し入れてもら

うと、皆さんにとって非常に参考になるのではないかなと思いま

す。もちろん事実だけを発表する、それはそれで意味があり、そ
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れぞれの違う中学校区に反映できると思うのですが、なぜここに

着眼したとか、そういうようなことをもう少し言っていただくと、

より参加者にとってみると、参考になるかなという、印象を持っ

ています。 

特別支援学級ですが、秦野総合高校は長いことかかわっている

のですが、福祉教育に力を入れている秦野曽屋高校に呼びかけて

みればと思っています。 

ほかにどうでしょうか。 

それでは、ないようでしたら、生涯学習課と図書館のほうに移

りたいと思いますが、いかがでしょうか。 

飯田委員 ふれあい通学合宿の件です。毎年出るんですけど、本当にいい

事業だと思っています。ほかの地区でも導入ができないかという

のが毎年出ると思うのですが、そういう働きかけというのは、今

後ほかの地区でもやっていくような考えはおありなのでしょう

か。 

 生涯学習課長 やはりこういう場は社会的に意味のあることで、やはり全市的

に広げていく。こちらから積極的な取り組みというよりは大根地

区の独特な地域性という部分で捉えていますけれども、やはりも

う少し、中学校区がございますので、ちょっと呼びかけというか、

つくりました事業報告書、これを関係しているところだけに配る

んではなくて、各学校のほうにお配りして、その内容を見ていた

だいて、参加者、利用者の声を捉えて載せてありますので、そう

いう形でお配りしていきたいと思います。 

高𣘺委員 私もやはりふれあい通学合宿ですけど、今年度みたいに立派な

事業報告書をつくっていただいたのは今回初めてかなという気が

するのですが、これはゆめ基金を利用したからできたことなんで

すか。 

 生涯学習課長 事業報告書は、実は毎年同じような形でつくっているのですが、

教育委員会会議とか、そういうタイミングで提出しないことがあ

りましたので。ただ、こういう形のものは毎年つくっています。 

それで、事業費については、基本的には参加者の負担金を通じ

てやっていますが、今お話にあったとおり、ゆめ基金も入れて使

っていると。この基金がないからつくらないということはありま

せんので、スタートしたときはゆめ基金の交付は受けていません

でしたので、そういうことはありません。必ず成果報告書はつく

っているという形です。 

高𣘺委員 その基金は、ある程度継続的にいただけるということなんです

か。 
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 生涯学習課長 はい。 

高𣘺委員 後ろのほうのアンケートを見ても、子どもたちの意欲がすごく

高いんですよね。広畑と大根小ですか、大根中学校に一緒に通う

仲間ですよね。この通学合宿で友達になるだとか、すごく楽しく

なるだとか、いいことばっかりなので、本当に公民館とかいろい

ろなところに置いていただいて、それを読んだ地元の人たちも、

こういうのをつくりたいなとか、やってみたいなと思うような気

にさせるというのも本当に必要だと思いますので、先ほど課長の

お話があって、大変でしょうけれども、これだけ評価が高いとあ

れですね。 

望月委員長 本当にすごいよね。 

高𣘺委員 本当に皆満足して、１００％のところがありましたよね。結果

がすごいなと思って見ていたんですけれども、ぜひほかの地区も

まねしてやりたいというところが出てくることを希望します。 

内田委員 今、学生リーダーがローバースカウト隊１１名ということなん

で、４日間通して参加していらっしゃる方もいるかと思うのです

が、この１１名という数は多いのか少ないのか、ちょうどいいの

か、そのあたりいかがでしょうか。 

 生涯学習課長 総数的には１１名というのは、決して少ない数ではないのです

が、やはり東海大学の学生さんも同じように通学しながらやって

いまして、常時１１名がいるというわけではないので。その分、

学生リーダー以外の地域のボランティア、そういう方々がフォロ

ーするという状況です。 

内田委員 入れかわり立ちかわり。 

 生涯学習課長 はい、入れかわりする形になっています。常時１１名というこ

とではないです。 

内田委員 大体二、三人はいるというぐらいですか。 

 生涯学習課長 今年は、もらい湯、あちらのご案内をするときの時間帯が、学

生リーダーがちょっと対応できなくて、学校長とか園長とかにみ

ずから出ていただいたと。 

内田委員 わかりました。 

望月委員長 とにかくこれを見て、皆さん全く同じように思っていて、すご

い評価の高い成果の上がっている事業だなと改めて思いますね。 

私は、これはやっぱり学校主導でやったものは学校の型にはま

ってしまい、いろいろ規則で、どんどんスケジュールなんかを動

かしたりします。今回は学生もかかわっているんですね。僕が大

変うれしかったのは、将来、東海大学へ入ってローバースカウト

隊に入りたいという、子どもたちがいて喜んでいます。 
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それから、地域のお年寄りも関わり、もらい湯もあるわけです。

私は、これから高齢化社会を迎えて、日本では４人に１人が６５

歳以上になるというような時代ですから、こういうお年寄りの教

育力をこれからどう活用するか。また、今活用しているそのお年

寄りの感想などを欲しいなという感じがするんです。そうすると

さらに、子どもたちをみんなで育てるというのは、どういうよう

な意味があるのかということがわかってくる。 

僕は教育現場出身ですから、どうしても夕べ寝不足だから授業

で寝ちゃっているんじゃないかとか、そういうようなことを気に

したりすることもあるんですが、しかしトータル的に全人的な人

間形成の視野に立って考えてみると、これはすごく意味があるの

ではないかと思います。 

ですから、今年で１２回目を迎えますが、成果がだんだんすご

くなっているなというのを改めて思いましたね。 

教育長 私も、実はずっと見てきて、先ほど課長が地域性ということを

言って、私も前にどこかで話したことがあるんですが、大学があ

って、学校があって、地域のボランティアが手伝ってくれて、大

学のローバースカウト隊があることによって全体管理をしてくれ

ているという、これが非常に大きいんですね。 

そういう意味で、ほかの地域でこれをやろうとすると、同様の

組織があれば可能だと思います。学生が、先ほど夜はちょっと無

理な時間帯があったにしても、ほとんどの学生が泊まり込みでや

ってくれるという、そういうグループがあって、そこが中心にな

って全体管理をやってくれると可能性があるなという気がしてい

ます。ですから、そういう意味で地域性というのは、東海大学と

いうのがそこにあって、できているという気はしています。 

前にもほかのところでやりたいという話があって、ではしてみ

ようと言ったんですが、やはりそれだけのボランティア、もちろ

ん皆さんもなれてきて、例えば今下のコンビニで一生懸命やって

おられる方なんて、毎年ボランティアでお母さんが来ていたんで

すね。自分の子どもが行ったので、翌年手伝いに来たんだという

ことですが、ずっと継続してやっていただいている。やっぱりそ

ういう方たちがどんどん増えてきているというのが非常に大きい

ですね。 

望月委員長 そうですね。彼らは東海大学で、翌日授業があるときは授業に

出るんですよね。ですから講義にも出やすいように。 

教育長 ですから、大変感謝をしていまして。 

望月委員長 ほかにどうですか。 
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 生涯学習課長 すみません、事業報告書の中で、２４ページのところの１２番

のアンケートの設問の中で、一番多い答えで２１と書いてありま

して、何が２１かというのが落ちていまして、「宿泊」という活

動が非常に楽しかったという答えになっています。ちょっと数字

だけしか書いてありませんが、１２番の２１という回答は、「宿

泊」という生活体験が一番楽しかったという答えになっています。

すみません、記入漏れでございます。 

望月委員長 では、そこを訂正しておいてください。 

 生涯学習課長 はい。よろしくお願いします。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

「秦野の文学誌Ⅱ」で、先ほど館長がいわゆる内容を解説した

ものを展示すると。私は、これを読んだときに、どのような方法

で展示されるのかなということに非常に興味を持ちました。まさ

か十返舎一九が秦野のところに、「金草鞋」の中で秦野が係って

いることは分からなかった。 

ただ、その本を置いておくだけなんですか。それで全部解説を

つけたものを、あの谷鼎と前田夕暮の記念室ですか、あそこに置

くのか、その辺はどうでしょう。 

 図書館長 実は、今回が「文学誌Ⅱ」ということで、平成２０年度にも１

回行いました。その時もこういう冊子を作っておりました。今回

の展示する冊子、いろんな本等の内容を説明したものを作りまし

て、これを見ていただいて、実際の作品は展示ケースの中に入っ

ておりますが、これを参考にしていただいて、作品等の内容を理

解していただく企画を考えています。 

望月委員長 なるほど。おもしろそうですね。 

ほかにどうでしょうか。 

それでは、ないようですので、次の議案に入りたいと思います

が、本定例会には１件の議案が提出されていまして、議案第２４

号「平成２７年度教育委員会教育行政点検・評価報告書について」

の説明をお願いします。 

 教育総務課長 それでは、議案第２４号「平成２７年度教育委員会教育行政点

検・評価報告書について」、説明させていただきます。２６年度

に実施しました教育行政の点検・評価を行いました。その結果を

報告書にまとめたものについて、議決を求めるものでございます。 

この点検・評価につきましては、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律、この規定に基づきまして、平成２０年度から毎年、

その権限に属する事務の管理、執行について、教育委員が点検・

評価を行っているものでございます。その結果につきましては、
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議決をいただき、その後、報告書については議会のほうに提出す

るとともに、市民の方に公開をしていくというものでございます。 

それでは、報告書のほうをご覧ください。まず１点、訂正がご

ざいます。申しわけございません。６６ページになります。学識

経験者の知見の欄の６６ページの№４の「教材整備等による教育

環境の整備」のところで、「図書補助員の前項配置」の「前項」

は全部の学校の「全校」です。誤植がございましたので、訂正の

ほうをよろしくお願いいたします。 

そうしましたら、この報告書、昨年までは報告書と資料編とい

う２分割になっておりましたが、今回からは１冊にまとめさせて

いただきました。 

まず、１ページから３ページまでが点検・評価の概要になって

ございます。１番の目的は、先ほど申しましたように、法律に従

って点検・評価を行って、施策・活動の改善・充実を図っていく

というのが目的でございます。２番目の対象につきましては、教

育委員会の活動、定例の会議の開催の状況ですとか、審議の内容、

教育委員会会議以外のものの状況と、それと２番目として主要施

策、今回は２１施策になりますが、その点検を行う。３番目の進

め方につきましては、昨年度からそれぞれの担当課による自己評

価について、ＰＴＡですとか学校長等、関係者で組織した教育施

策点検・評価会議、こちらのほうで評価をいただいて、その後に

教育委員の点検・評価を実施するような形になってございます。 

おめくりいただきまして、具体の点検評価の内容につきまして

は、４ページから１８ページの第２章、教育委員会の活動状況で

ございます。これにつきましては、教育委員会会議の状況ですと

か、審議案件の一覧、教育委員会会議以外の活動の状況、こうい

ったものをお伝えさせていただいてございまして、１６ページか

ら１７ページに活動状況についての点検・評価といたしまして、

教育委員会の役割、会議の活性化・透明性、情報収集、この４つ

の視点から点検を行い、評価意見を記載させていただいて、１８

ページに総合評価を記載させていただいてございます。 

１９ページから６４ページが、第３章の２６年度主要施策につ

いてでございます。２１の主要施策について、教育委員会事務局

の担当課が点検・評価シート、自己点検・評価を行って、点検・

評価を作成し、先ほど申しましたその次に点検・評価会議による

評価を行う。その点検・評価に基づいて、教育委員による担当課

へのヒアリングを行いまして、その点検・評価の結果について、

２１ページに一覧がございますが、２１の施策にＡからＤの４段
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階の評価がございまして、Ａの期待以上の成果については２施策、

Ｂの一定の成果については１８施策、Ｃ、問題等があって、改善

の上、実施していくというのが１、廃止すべきというＤはござい

ませんでした。 

それぞれの施策ごとに２２ページから６４ページまで点検・評

価シートに記載をしてございます。Ａ評価であった№１３につい

ては、４７、４８ページに書いてございます小中学校外国語活動

の充実。№１５の５１、５２ページに書いてございます公民館活

動の充実、この２事業についてはＡ評価。また、改善等が必要と

いうＣ評価については、一番最初になりますが、２３、２４ペー

ジ、西中学校の複合施設の整備事業、これは今、当初の計画の見

直しを行っているというようなことで、見直し、改善の上、実施

というふうなＣ評価となってございます。 

続きまして、６５ページから第４章、学識経験者の知見でござ

います。この点検・評価に当たっては、地教行法の法律のほうで

教育に関し学識経験を有する者の知見、いわゆる意見・評価の活

用を図るという規定がございます。今回につきましては、６５ペ

ージから神奈川県立保健福祉大学の小林正稔先生に学校教育関係

に対する評価、７０ページからは東海大学名誉教授の逢坂伸一先

生のほうに、生涯学習関係に対する総合評価をいただき、それぞ

れ載せさせていただいてございます。 

小林先生につきましては、各事業、以前より積極的な「意志」

が感じられる記述が多いというような評価をいただく中で、しか

しながらということで、各事業の連環の意識が弱いと。もう少し

縦割りではなくて横との連携をしっかり意識した姿勢で、横から

貫くコンセプトが重要だというような表現で、そういったところ

の評価をいただいて、あとはそれぞれの事業について一定評価を

いただきました。 

逢坂先生につきましては、特に施設の老朽化ですとか、あと社

会教育施設等、活動内容の見直し、そういった部分から逢坂先生

についても各事業についてご意見をしていただいてございます。

また、社会教育活動が学びのチャンスとして今まで以上に充実す

るように、さらに、教育委員会事業と市長部局の事業の連携によ

る生涯学習行政の新たな目線で、事業の推進というご指摘をいた

だいているところでございます。 

今回、議決をいただいた後は、市議会のほうにこの報告書を提

出させていただいて、それと同時にホームページなど各公共施設

のほうにこの冊子、報告書のほうを置かせていただいて、周知を
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図っていくという予定でございます。 

よろしくご審議のほうをお願いいたします。 

望月委員長 ありがとうございました。本当に大変だったのではないかなと

思います。教育委員の皆さんとか、学校教育関係者とか、教育関

係者とか、生涯学習関係者とか、いろいろな立場の人からも評価

をいただいたわけですけれども、全体的に何か気がつかれたこと、

感想等がありましたらお願いします。いかがでしょうか。 

１６ページの「活性化への取組み」というのがありますよね。

これは、秦野市教育委員会というのはすごいなというところだと

思うのですが、今日も社会教育委員さんもお見えになっています。

秦野市のすばらしいことは傍聴人にアンケートをとっていること

です。実はあのアンケートは我々教育委員にとっても非常に勉強

になっています。それをやっているという秦野市の教育委員会の

事務局の姿勢というものは、私は大いに誇っていいのではないか

と思います 

教科書採択のときも大勢来ますよね。ところが、秦野市はアン

ケートをとっているから、あのアンケートを見ても、非常に秦野

市の教科書採択はわかりやすいという感想が多いですよね。です

から、このアンケートは、これからもぜひ続けていって、そして

私たち教育委員の反省にもしたいなと思っています。それが一つ

の活性化に大いにつながるのではないかなと思います。 

ほかにどうですか。 

内田委員 自己点検の評価・報告にもなっているのだと思うのですが、今、

大学なんかでは９０年代からずっとこういった活動についての自

己点検・評価をしようということで、いわゆるＰＤＣＡを回して

いこうということでやってきています。 

多分今、学校ごとでいうと、高校レベルでもやっていると思い

ますし、そのうちこういった教育委員会の活動なり各学校でもこ

ういった自己点検といったものも今後出てくるのではないかなと

いう気もしておりますけれども、いかにこれをスパイラルアップ

につなげていくかというところだろうと思います。往々にして書

類づくりが結構大変なので、点検・評価シートをつくって報告書

をつくるということで、できたときには、「やったあ、終わった

あ」ということで完結しがちな場合もあるかもしれませんけれど

も、これをよりよいものにつなげていく、すなわちスパイラルア

ップという形で、ＰＤＣＡのそれを上向きにいかにつなげていく

かというところ、そこが一番大事なのだろうなというふうに感じ

たりもしております。 
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ぜひ今後、いかに次へつなげるかというところ、そこのところ

が意識されるといいかなと思います。 

望月委員長 ありがとうございます。ほかにどうでしょうか。 

今、内田委員が言ったように、本当にＰＤＣＡの中でこれだけ

のものをやって、「ああ、終わったあ」と、これは実態はそうだ

ったんですよね。全国的な都道府県の評価、これは地教行法で平

成２０年から義務づけられていますのでやっているわけですけど

も、都道府県は１００％やっています。市町村教委はちょっと弱

いんです。８０％いっていないんです。というのは、やはり小さ

な村とか町は、やる必要がない。そこまでとても手が回らないよ

というようなこともあるかもしれないですね。 

僕は、ＰＤＣＡのほうのことで、内田委員がファイナルアクト

ということをおっしゃっていて、私も今勉強になったんですが、

もし改善に向けてどうするかということを考えたときに、目標設

定の重点化なり、目標そのものを焦点化するということで、次の

インプルーブメントの行動に移るというのがかなり見えてくるの

ではないかなという感じを持っています。 

ほかにどうですか。 

それから、逢坂先生と小林先生に学識経験者の知見で、非常に

鋭いところを指摘なりご意見もいただき、評価していただいてい

る部分も評価していただいています。 

ほかにどうでしょうか。 

それでは、議案第２４号「平成２７年度教育委員会教育行政点

検・評価報告書について」、原案どおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

 －異議なし－ 

望月委員長 それでは、議案第２４号は原案どおり可決されました。 

次に、その他に入ります。質問書についての説明をお願いいた

します。 

 教育指導課長 お手元の資料をご覧ください。８月３１日付で秦野市桜町にお

住まいの石川様より質問書が届いております。回答につきまして

は、事務局が協議した中で案をつくり、お渡ししたいと思います。 

望月委員長 それでは、次に（２）の平成２７年度第６０回秦野市文化祭の

開催日程についてをお願いします。 

 生涯学習課長 お手元に今年度の秦野市文化祭の開催日程を配付いたしまし

た。文化祭は、市民文化の振興を図るために、芸術文化活動に携

わる人たちの発表の場として、昭和３０年から毎年開催していま

す。先月の１７日の絵手紙展を皮切りに１１月２９日の俳句大会
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まで１７行事を開催しますので、時間があればぜひお越しいただ

ければと思っております。 

望月委員長 それでは、その他にありますか。 

 教育指導課長 本日お配りしております第１回秦野市いじめ問題対策調査委員

会という資料をご覧ください。 

  この秦野市いじめ問題対策調査委員会につきましては、平成２

５年に制定されましたいじめ防止対策推進法を受けて、本年６月

に条例設置した教育委員会附属の委員会でございます。 

９月９日に第１回、初めての委員会を開催いたしました。内容

につきましては、まず「秦野市いじめ防止基本方針」についての

説明、同じく秦野市の「いじめの現状について」の説明、また現

在秦野市で行っております「いじめ防止等のための施策について」

説明させていただき、ご意見をいただいております。 

１枚おめくりください。メンバーにつきましては、ここに書い

てあります５名ということで、今年度、委員長を小林正稔先生に

お引き受けいただきました。職務代理者ということで、弁護士の

古谷泰宏先生に引き受けていただきました。 

なお、その後についている資料につきましては、資料№１は条

例、資料№２につきましては規則でございます。 

 学校教育課長 私のほうからは、本日お配りしております修学旅行第２梯団、

台風１８号による影響についてということで、両面１枚物の資料

でございます。 

皆さんご存じのとおり、台風がございまして、大雨が北関東を

中心に、甚大な影響を及ぼしたというのはご存じだと思いますが、

ちょうどこの時期に小学校１３校が日光のほうに修学旅行に行っ

ていました。 

裏面に日程のほうを記載してございますが、１番から４番の４

校につきましては予定どおり修学旅行に行っておりますが、５番、

６番、７番の３校につきましては、ちょうど台風の影響を一番受

けているときに現地に行っていました。 

表面に戻っていただきまして、その３校の本来の日程、変更部

分を整理してございます。この資料につきましては、昨日帰って

こられた本町小学校の校長先生が、今日報告に来られたときにい

ただいた資料でございます。中を見ていただきますと、そのまま

予定どおり行ったところ、あるいは変更してコースを変えたとこ

ろ、あるいは中止したところということで整理してございます。 

校長先生を初め引率の先生方のご苦労のおかげで、修学旅行を

無事に終えることができたということですが、帰りはそれぞれ別
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の駅にバスで向かって、宇都宮駅から、２時１０分ぐらい発の電

車で帰途についたということです。 

子どもたち自身も落ちついた行動をとりけが人や病気をする子

どもたちもなく、また、無事に帰ってこられたという報告を受け

ております。 

日程にあります８番から１３番の６校につきましては、危険を

回避するという意味で今回行っておりません。後日、延期という

ことで対応するということの報告を受けております。 

望月委員長 修学旅行ができなかったところは、中止ですか、延期ですか。 

 教育指導課長 一応、今回の対応としましては、延期ということで考えており

ます。ご存じのように梯団を組んで、１１月の梯団はかなりいっ

ぱいらしいのですけれども、梯団で申し込もうとすると、あいて

いるところ、もしくは他市町で予備日を設定している学校もある

ということで、実際にはそういうふうになると。そこで、授業数

との兼ね合いで行けるかどうか。もしくは、学校単位でバスをチ

ャーターして向かうことになると。これは旅行業者と今後日程を

詰めてということで、今のところは延期という形になっています。 

望月委員長 いずれにしても行けると。 

ほかにどうですか。 

－特になし－ 

望月委員長 それでは、秘密会の前に、次回の日程調整をお願いします。 

  ―次回の日程調整― 

望月委員長 それでは、秘密会としますので、関係者以外の退席を求めます。 

―関係者以外退席― 

 〔削除〕 

望月委員長 以上で９月の定例教育委員会会議は終わります。 

 


